
（
登
録
免
許
税
法
の
一
部
改
正
）

第
三
条

登
録
免
許
税
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
三
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
第
五
十
三
号
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

五
十
三
の
二

特
定
行
刑
施
設
に
係
る
事
業
者
の
登
録

構
造
改
革
特
別
区
域
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
八
十
九
号
）
第
十
一
条
第

一
項
（
特
定
行
刑
施
設
に
係
る
事
業
者
の
登
録
）
の
登
録

登
録
件
数

一
件
に
つ
き

十
五
万
円

平成˜�年�月˜�日 金曜日 (号外第˜š›号)官 報

第
二
十
一
条
第
二
項
中
「
さ
ら
に
」
を「
更
に
」に
、「
及

び
こ
れ
を
用
い
て
得
た
収
穫
物
」
を
「
、
こ
れ
を
用
い
て

得
た
収
穫
物
及
び
そ
の
収
穫
物
に
係
る
加
工
品
」に
改
め
、

同
条
第
四
項
中
「
又
は
収
穫
物
」
を
「
、
収
穫
物
又
は
加

工
品
」
に
改
め
る
。

第
三
十
三
条
第
二
項
中
「
若
し
く
は
収
穫
物
」
を

「
、
収
穫
物
若
し
く
は
加
工
品
」
に
改
め
る
。

第
五
十
六
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
五
十
六
条

育
成
者
権
又
は
専
用
利
用
権
を
侵
害
し
た

者
は
、
三
年
以
下
の
懲
役
又
は
三
百
万
円
以
下
の
罰
金

に
処
す
る
。

別
表
第
五
号
中
「
農
業
者
研
修
教
育
施
設
の
長
に
よ
る
無
料
職
業
紹
介
事
業
」
を
「
削
除
」
に
改
め
、
同
表
第
十
号

中
「
削
除
」
を
「
公
私
協
力
学
校
設
置
事
業
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
平
成
十
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
前
の
構
造
改
革
特
別
区
域
法
（
以
下
「
旧
特
区
法
」
と

い
う
。）第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
行
っ
て
い
る
無
料
の
職
業
紹
介
事
業
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り

同
項
に
規
定
す
る
教
育
施
設
の
長
が
し
た
届
出
を
職
業
安
定
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
第
三
十
三

条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
地
方
公
共
団
体
が
し
た
届
出
と
、
旧
特
区
法
第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
教
育
施

設
の
長
を
職
業
安
定
法
第
三
十
三
条
の
四
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
三
十
二
条
の
十
四
の
規
定
に
よ
り
職

業
紹
介
責
任
者
に
選
任
さ
れ
た
者
と
み
な
し
て
、
同
法
の
規
定
を
適
用
す
る
。

（
国
際
受
刑
者
移
送
法
の
一
部
改
正
）

第
四
条

国
際
受
刑
者
移
送
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
六
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
一
条
中
「
並
び
に
犯
罪
者
予
防
更
生
法
」
を
「
、
犯
罪
者
予
防
更
生
法
」
に
改
め
、「
第
六
十
条
ま
で
」
の

下
に
「
並
び
に
構
造
改
革
特
別
区
域
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
八
十
九
号
）
第
十
一
条
及
び
第
十
一
条
の
二
」
を

加
え
る
。

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

法
務
大
臣

南
野
知
惠
子

財
務
大
臣

谷
垣

禎
一

文
部
科
学
大
臣

中
山

成
彬

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

船
舶
の
所
有
者
等
の
責
任
の
制
限
に
関
す
る
法
律
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
十
七
年
六
月
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

法
律
第
五
十
八
号

船
舶
の
所
有
者
等
の
責
任
の
制
限
に
関
す
る
法
律

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

船
舶
の
所
有
者
等
の
責
任
の
制
限
に
関
す
る
法
律
（
昭

和
五
十
年
法
律
第
九
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
第
五
号
中
「
で
第
六
号
の
二
に
規
定
す

る
債
権
以
外
の
も
の
」
を
削
り
、
同
項
第
六
号
中
「
及
び

次
号
に
規
定
す
る
債
権
」
を
削
り
、
同
項
第
六
号
の
二
中

「
制
限
債
権
の
う
ち
」
を
削
る
。

第
三
条
第
四
項
中
「
本
邦
の
各
港
間
の
み
を
航
海
す
る

日
本
船
舶
の
」
を
削
り
、「
運
送
さ
れ
る
た
め
当
該
船
舶
上

に
あ
る
者
の
生
命
又
は
身
体
が
害
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
損

害
に
基
づ
く
」
を
「
旅
客
の
損
害
に
関
す
る
」に
改
め
る
。

第
四
条
の
二
を
削
る
。

第
六
条
第
一
項
中
「
旅
客
の
損
害
に
関
す
る
債
権
に
つ

い
て
の
責
任
の
制
限
以
外
の
」
を
削
り
、
同
条
第
五
項
を

削
る
。

第
七
条
第
一
項
第
一
号
た
だ
し
書
中
「
五
万
六
千
倍
」

を
「
三
十
三
万
六
千
倍
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
五
百
ト

ン
」
を
「
二
千
ト
ン
」
に
、「
十
六
万
七
千
倍
」
を
「
百
万

倍
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
五
百
ト
ン
」
を「
二
千
ト
ン
」

に
、「
百
六
十
七
倍
」
を
「
四
百
倍
」
に
、「
百
二
十
五
倍
」

を
「
三
百
倍
」
に
、「
八
十
三
倍
」
を
「
二
百
倍
」に
改
め
、

同
項
第
二
号
イ
中
「
五
百
ト
ン
」
を「
二
千
ト
ン
」に
、「
五

十
万
倍
」
を
「
三
百
万
倍
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
五
百

ト
ン
」
を
「
二
千
ト
ン
」
に
、「
三
千
ト
ン
ま
で
」
を
「
三

万
ト
ン
ま
で
」
に
、「
六
百
六
十
七
倍
を
、
三
千
ト
ン
を
超

え
三
万
ト
ン
ま
で
の
部
分
に
つ
い
て
は
一
ト
ン
に
つ
き
一

単
位
の
五
百
倍
」
を
「
千
二
百
倍
」に
、「
三
百
七
十
五
倍
」

を
「
九
百
倍
」
に
、「
二
百
五
十
倍
」
を
「
六
百
倍
」
に
改

め
、
同
条
第
三
項
第
一
号
中
「
三
十
三
万
四
千
倍
」を「
百

万
倍
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
百
十
六
万
七
千
倍
」

を
「
三
百
万
倍
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
を
削
り
、
同
条

第
六
項
を
同
条
第
五
項
と
す
る
。

第
九
条
第
一
号
中
「
若
し
く
は
第
五
項
」
を
削
り
、
同

条
第
二
号
中
「
若
し
く
は
第
五
項
」
及
び
「
旅
客
の
損
害

に
関
す
る
債
権
以
外
の
制
限
債
権
に
つ
い
て
の
責
任
制
限

手
続
に
あ
つ
て
は
旅
客
の
損
害
に
関
す
る
債
権
を
、
旅
客

の
損
害
に
関
す
る
債
権
に
つ
い
て
の
責
任
制
限
手
続
に
あ

つ
て
は
旅
客
の
損
害
に
関
す
る
債
権
以
外
の
制
限
債
権

を
、」を
削
る
。

第
十
八
条
中
「
、
第
三
項
又
は
第
五
項
」
を
「
又
は
第

三
項
」
に
改
め
る
。

第
九
十
六
条
第
一
項
中「（
以
下
「
海
事
債
権
責
任
制
限

条
約
」
と
い
う
。）」
を
「
を
改
正
す
る
千
九
百
九
十
六
年

の
議
定
書
」
に
、「
同
条
約
」
を
「
同
議
定
書
に
よ
つ
て
改

正
さ
れ
た
千
九
百
七
十
六
年
の
海
事
債
権
に
つ
い
て
の
責

任
の
制
限
に
関
す
る
条
約
（
以
下
「
海
事
債
権
責
任
制
限

条
約
」
と
い
う
。）」
に
改
め
る
。

第
九
十
九
条
第
一
項
及
び
第
百
条
中
「
三
十
万
円
」
を

「
百
万
円
」
に
改
め
る
。

第
百
一
条
第
一
項
中
「
十
万
円
」
を
「
五
十
万
円
」
に

改
め
る
。附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
法
律
は
、
千
九
百
七
十
六
年
の
海
事
債
権
に
つ

い
て
の
責
任
の
制
限
に
関
す
る
条
約
を
改
正
す
る
千
九

百
九
十
六
年
の
議
定
書
が
日
本
国
に
つ
い
て
効
力
を
生

ず
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
法
律
の
施
行
前
に
発
生
し
た
事
故
か
ら
生
じ
た

債
権
に
つ
い
て
の
責
任
の
制
限
に
つ
い
て
は
、
な
お
従

前
の
例
に
よ
る
。

法
務
大
臣

南
野
知
惠
子

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

種
苗
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。御

名

御

璽

平
成
十
七
年
六
月
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

法
律
第
五
十
九
号

種
苗
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

種
苗
法
（
平
成
十
年
法
律
第
八
十
三
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
第
六
項
を
第
七
項
と
し
、
第
五
項
を
第
六
項

と
し
、
第
四
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

そ
の
品
種
の
加
工
品
を
生
産
し
、
譲
渡
若
し
く
は

貸
渡
し
の
申
出
を
し
、
譲
渡
し
、
貸
し
渡
し
、
輸
出

し
、
輸
入
し
、
又
は
こ
れ
ら
の
行
為
を
す
る
目
的
を

も
っ
て
保
管
す
る
行
為
（
育
成
者
権
者
又
は
専
用
利

用
権
者
が
前
二
号
に
掲
げ
る
行
為
に
つ
い
て
権
利
を

行
使
す
る
適
当
な
機
会
が
な
か
っ
た
場
合
に
限
る
。）

第
二
条
中
第
四
項
を
第
五
項
と
し
、
第
三
項
の
次
に
次

の
一
項
を
加
え
る
。

４

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
加
工
品
」
と
は
、
種
苗
を
用

い
る
こ
と
に
よ
り
得
ら
れ
る
収
穫
物
か
ら
直
接
に
生
産

さ
れ
る
加
工
品
で
あ
っ
て
政
令
で
定
め
る
も
の
を
い

う
。

第
十
九
条
第
二
項
中
「
二
十
年
」
を
「
二
十
五
年
」に
、

「
二
十
五
年
」
を
「
三
十
年
」
に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
第
一
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

前
号
の
収
穫
物
に
係
る
加
工
品
を
生
産
し
、
譲
渡

若
し
く
は
貸
渡
し
の
申
出
を
し
、
譲
渡
し
、
貸
し
渡

し
、
輸
出
し
、
輸
入
し
、
又
は
こ
れ
ら
の
行
為
を
す

る
目
的
を
も
っ
て
保
管
す
る
行
為

Ÿ
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